
 

（第２号様式）   
令和５年４月 20 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立 柏陽高等学校 学校長  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①基礎学力の定
着、課題発見解
決力の育成を目
指した教育課程
編成及び授業改
善に取り組む。 
 
 
 
 
 
 
 
②学校行事や生
徒会活動におけ
る生徒の主体的
な取組みを推進
する。 
 
 
 

①生徒の学習習
慣を定着させ、
基礎学力の向上
を図る。 
教科会を主体と
した組織的な授
業改善の充実を
図る。 
 
 
 
 
 
②コロナ禍での
知見を活用しな
がら、コロナ前
よりも生徒主体
となる学校行
事、生徒会活動
となるような支
援を図る。 

①実力アップ講
習等は年間の計
画を策定し、教
科として組織的
に取組む。 
ＩＣＴ利活用推
進チームを中心
に、組織的に授
業 改 善 に 取 組
む。 
 
 
 
 
②生徒会や、各
委員会の生徒と
の連絡を緊密に
取りつつ、担当
教 員 の み で な
く、活動支援グ
ループとしての
組織的な支援を
図る。 

①実力アップ講
習及びキャリア
アップ講座の開
講講座数、受講
生徒数が前年度
を上回ったか。 
ＩＣＴの利活用
について、学校
評価アンケート
において肯定評
価 80％以上を達
成できたか。 
 
②学校評価アン
ケートの学校行
事・部活動等に
おいて「主体的
に取り組むこと
ができたか」等
の 項 目 に お い
て 、 肯 定 評 価
80％以上を達成
できたか。 

     

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①学校行事や部

活動の活性化を

通し、責任感や

連帯感の涵養を

図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②生徒一人ひと

りの個に応じた

支援体制の充実

を図り、心身の

成長を支援す

る。 

 
 

①部活動・学校

行事のさらなる

活性化を図る一

方で、ルールや

マナーを守るこ

と、健康と学習

とのバランスを

取ることなどを

徹底し、責任感

や柏陽高校生徒

しての連帯感の

涵養を図る。 

 
②スクールカウ
ンセラー及びス
クールソーシャ
ルワーカーの配
置拡充を活用
し、外部機関と
の連携を強化
し、相談体制の
充実を図る。 

①部長会・各委

任会における生

徒との連絡を密

に行い、生徒の

意見を尊重しつ

つ、活動目標や

活動上の留意点

などをこまめに

指導しながら、

目標達成に向け

た 支 援 を め ざ

す。 

 
②生徒がカウン
セリングを受け
られる機会の拡
充を図るととも
に、スクールソ
ーシャルワーカ
ーと連携し、必
要に応じて外部
機関と連携する
体制を整える。 

①学校評価アン

ケートの学校行

事等の取組状況

や満足度等につ

い て 肯 定評 価

80％以上を達成

できたか。 

 

 

 

 
 
 
②校内における
教育相談の実施
状況や学校評価
アンケートの教
育相談等に関す
る 項 目 に つ い
て 、 肯 定 評 価
80％以上を達成
で き た か 。 ま
た、外部機関と
の連携を適切に
図ることができ
たか。 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

高い進路希望実

現に向け、生徒

がグローバルな

視点を持って将

来を設計できる

よう、自らのキ

ャリア発達を意

識できる、３年

間を見通した進

路指導の充実を

図る。 

①生徒の高い

進路希望の実

現を目指すた

め、進路指導

の 充 実 を 図

る。 
 

①３年間を見通
した「進路指導
プログラム」に
確 実 に 取 り 組
む。また、新学
習指導要領によ
る大学入試の変
更点について情
報を収集し、生
徒、保護者、教
職員への周知を
図る。 

①生徒及び保護
者の面談、出願
指導検討会及び
進路説明会が有
効であったか。
大学入学共通テ
スト得点状況、
難関大学合格者
数 10名以上、国
公立大学合格率
40％以上を達成
できたか。 

     

４ 地域等との協働 

①ホームページ

のコンテンツを

充実させ、学校

の特色と魅力を

積極的に発信す

る。 

 

 

 

 

②保護者や地

域、大学等外部

機関、行政機関

等との協働連携

を促進し、本校

教育力の向上を

図る。 

①本校の教育活

動について、保

護者や地域の方

に向けて、より

広くかつ迅速な

情報発信に取り

組む。 

 

 

 

②保護者や地

域、大学等外部

機関、行政機関

等との協働連携

を促進し、教育

活動の充実を図

る。 

①生徒の活動の

様子をより詳し

くかつ迅速に発

信するため、情

報収集やホーム

ページ更新作業

の仕組みを改善

し、組織的な取

組 み を 推 進 す

る。 

②授業や学校行

事において、行

政機関、大学研

究機関、地域、

民間等と連携し

た教育活動の充

実を図る。 

①学校説明会な

どにおけるアン

ケートで、ホー

ムページが適切

に情報を伝えて

いるという肯定

評価 70％以上を

達成できたか。 

 

 

②授業や学校行

事における外部

機関や講師の活

用状況や、保護

者・生徒の満足

度等が上昇して

いるか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①教育環境の変

化に迅速に対応

し、前向きに課

題に取り組む雰

囲気を醸成し、

魅力と活気ある

学校づくりに取

り組む。 

 

 

 

②各種会議を計

画的に実施し、

効率的な学校運

営に取り組むと

ともに、緊張感

のある防災訓練

を継続し、安全

安心な教育環境

を整備する。 
 

①教育環境の変

化に迅速に対応

し、教員が協力

して前向きに取

り組める職場の

雰囲気を醸成

し、魅力と活気

ある学校づくり

に取り組む。 

 

 

②円滑で効率的

な学校運営に取

り組むととも

に、安全安心な

教育環境の整備

及び、事故・不

祥事の防止を図

る。 
 

①職員が相互に尊

重し合える職場づ

くりを目指し、職

員人権研修会や事

故防止会議を実施

する。報告・連

絡・相談を励行

し、風通しのよい

職場環境を醸成す

る。 

 

②ＩＣＴの利活用

を推進し、情報の

共有化、校務の効

率化を図るととも

にペーパーレス化

を推進する。地域

と連携した防災対

策を進める。事故

防止会議等により

不祥事防止に取り

組む。 

①職員人権研修

会等の実施回数

やその取組状況

は ど う か 。 報

告・連絡・相談

を励行している

か。 

 

 

 

 

②ＩＣＴを導入

して校務の効率

化を図れたか。

安全点検を実施

したか。防災訓

練の実施状況、

不祥事防止研修

会をはじめとす

る不祥事防止の

取組の実施状況

はどうか。 

     


